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・
原
子
力
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
機
関
の
役
割
、
当
該
機
関
に
よ
る
指
示
、
助
言
等
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
。

・
放
射
線
被
ば
く
の
影
響
は
被
ば
く
か
ら
長
時
間
経
過
し
た
後
に
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
住
民
等
に
対
し

て
、
事
故
発
生
時
か
ら
継
続
的
に
健
康
管
理
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
情
報
連
絡
、
住
民
等
の
屋
内
退
避
・
避
難
、
被
災
者
の
生
活
に
対
す
る
支
援
等
の
原
子
力
災
害
対
策

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
防
災
対
策
と
の
共
通
性
又
は
類
似
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
対
応

の
ほ
う
が
効
率
的
か
つ
実
効
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力
災
害
対
策
は
、前
記
の
特
殊
性
を
考
慮
し
つ
つ
、

一
般
災
害
と
全
く
独
立
し
た
防
災
対
策
を
講
じ
る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
防
災
対
策
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

_

放
射
線
被
ば
く
の
防
護
措
置
の
基
本
的
考
え
方

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
前
記
^
で
述
べ
た
原
子
力
災
害
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
住
民
等

に
対
す
る
放
射
線
被
ば
く
の
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
基
本
的
考
え
方
と
し
て
は
、
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会
（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
」
と
い
う
。）等
の
勧
告
、
特
にP

u
b
lic

a
tio

n

１
０
９
、
１
１
１
や
国

際
原
子
力
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
」
と
い
う
。）の
Ｇ
Ｓ
e

Ｒ
e

２
等
の
原
則
に
の
っ
と
り
、
住
民
等
の
被
ば
く

線
量
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
同
時
に
、
被
ば
く
を
直
接
の
要
因
と
し
な
い
健
康
等
へ
の
影
響
も
抑
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

第
２

原
子
力
災
害
事
前
対
策

\

原
子
力
災
害
事
前
対
策
の
基
本
的
考
え
方

原
子
力
施
設
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
炉
規
法
、原
災
法
等
に
基
づ
き
、

原
子
力
災
害
予
防
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
原
子
力
災
害
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
事
業
者
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
、
住
民
の
健
康
、
生
活
基
盤

及
び
環
境
へ
の
影
響
を
、
事
態
の
段
階
に
応
じ
た
最
適
な
方
法
で
緩
和
し
、
影
響
を
受
け
た
地
域
が
可
能
な
限
り

早
く
通
常
の
社
会
的
・
経
済
的
な
活
動
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
行
動
が
、
事
態
の
段
階
に
応
じ
て
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
、
適
切
な
緊
急
時
の
計

画
の
整
備
を
行
い
、
訓
練
等
に
よ
っ
て
実
行
で
き
る
よ
う
に
、
準
備
を
十
分
に
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

]

緊
急
事
態
に
お
け
る
防
護
措
置
実
施
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

{

緊
急
事
態
の
段
階

緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
の
進
展
に
応
じ
て
、
関
係
者
が
共
通
の
認
識
に
基
づ
き
意
思
決
定
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
緊
急
事
態
を
、
準
備
段
階
・
初
期
対
応
段
階
・
中
期
対
応
段
階
・
復
旧

段
階
に
区
分
し
、
各
区
分
の
対
応
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
準
備
段
階
で
は
、

原
子
力
事
業
者
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
行
動
を
計
画
し
、
維
持
し
、
改
善
す
る
よ
う
に
、
検
討
等
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
初
期
対
応
段
階
で
は
、
情
報
が
限
ら
れ
た
中
で
も
、
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
確
定
的
影
響
を
回

避
す
る
と
と
も
に
確
率
的
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
中
期
対
応
段

階
で
は
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
影
響
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
解
析
に
よ
り
放
射
線
状
況
を
十
分
に
把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
初
期
対
応
段
階
で
実
施
し
た
防
護
措

置
の
変
更
・
解
除
や
長
期
防
護
措
置
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
復
旧
段
階
で
は
、
被
災
し
た
地

域
の
長
期
的
な
復
旧
策
を
開
始
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
通
常
の
社
会
的
・
経
済
的
活
動
へ
の
復
帰
の
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

|

緊
急
事
態
初
期
に
お
け
る
防
護
措
置
の
考
え
方

前
記
{
の
緊
急
事
態
の
う
ち
、
初
期
対
応
段
階
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
放
出
開
始
前
か
ら
必
要
に
応
じ
た
防
護
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
防

護
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
緊
急
事
態
の
区
分
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
観
測
可
能
な
指
標

に
基
づ
き
迅
速
な
意
思
決
定
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

ü

緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）

初
期
対
応
段
階
に
お
け
る
避
難
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
確
実
か
つ
迅
速
に
開
始
す
る
た
め
の
判
断
基
準

は
、
深
層
防
護
を
構
成
す
る
各
層
設
備
の
状
態
、
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
の
状
態
、
外
的
事
象
の
発

生
等
の
原
子
力
施
設
の
状
態
等
で
評
価
す
る
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（E

m
e
rg
e
n
c
y

A
c
tio

n
L
e
v
e
l°

以
下

「
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
。）と
し
て
設
定
す
る
。
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
原
子
力
規
制
委

員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
本
指
針
に
記
載
す
る
。

@

運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）

環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
後
、
主
に
確
率
的
影
響
の
発
生
を
低
減
す
る
た
め
の
防
護
措
置
を
実
施
す

る
際
の
判
断
基
準
は
、
放
射
線
線
量
率
や
環
境
試
料
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
等
の
環
境
に
お
い
て
計
測
可

能
な
値
で
評
価
す
る
運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
（O

p
e
ra
tio

n
a
l
In
te
rv
e
n
tio

n
L
e
v
e
l°

以
下
「
Ｏ
Ｉ
Ｌ
」

と
い
う
。）と
し
て
設
定
す
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｌ
の
具
体
的
水
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
、
本
指
針
に
記
載
す
る
。

^

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域

{

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
設
定

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
異
常
な
放
出
に
よ
る
周
辺
環
境
へ

の
影
響
の
大
き
さ
、
影
響
が
及
ぶ
ま
で
の
時
間
は
、
異
常
事
態
の
態
様
、
施
設
の
特
性
、
気
象
条
件
、
周
辺
の

環
境
状
況
、
住
民
の
居
住
状
況
等
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
発
生
し
た
事
態
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
住
民
等
に
対
す
る
被
ば
く
の
防
護
措
置
を
短
期
間
で
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
異
常
事
態
の
発
生
を
仮
定
し
、
施
設
の
特
性
等
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
影
響
の
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
区
域

を
定
め
た
上
で
、
重
点
的
に
原
子
力
災
害
に
特
有
な
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
（
以
下
、
当
該
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
区
域
を
「
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
」
と
い
う
。）が
必
要
で
あ
る
。

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
内
に
お
い
て
平
時
か
ら
実
施
し
て
お
く
べ
き
対
策
と
し
て
は
、
住
民
等
へ
の
対

策
の
周
知
、
住
民
等
へ
の
迅
速
な
情
報
連
絡
手
段
の
確
保
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
放
射
性
物
質
若
し
く
は

放
射
線
の
異
常
な
放
出
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
実
施
す
る
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）の
体
制
整
備
、
原
子
力
防
災
に
特
有
の
資
機
材
等
の
整
備
、
屋
内
退
避
・
避
難
等
の
方
法
や
医
療
機

関
の
場
所
等
の
周
知
、
避
難
経
路
及
び
場
所
の
明
示
等
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
区
域
内
に
お
い
て
は
、

施
設
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
重
点
を
置
い
た
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

|

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
範
囲

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
力
施
設
の
種
類
に
応
じ
た
当
該
施
設
か
ら
の
距

離
を
そ
の
目
安
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

ü

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
場
合

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
は
、
国
際
基
準
や
東
京
電
力
株

式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
等
を
踏
ま
え
て
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

Ë

予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ：

P
re
c
a
u
tio

n
a
ry

A
c
tio

n
Z
o
n
e

）

Ｐ
Ａ
Ｚ
と
は
、
急
速
に
進
展
す
る
事
故
に
お
い
て
も
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
確
定
的
影
響
等
を
回
避
す

る
た
め
、
先
述
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
基
づ
き
、
即
時
避
難
を
実
施
す
る
等
、
放
射
性
物
質
の
環
境
へ
の
放
出
前
の

段
階
か
ら
予
防
的
に
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
の
こ
と
を
指
す
。
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
国
際
基
準
に
お
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
最
大
半
径
を
原
子
力
施
設
か
ら
三
〜
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
間
で
設
定
す
る
こ
と
（
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
推
奨
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、「
原
子
力
施

設
か
ら
概
ね
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
を
目
安
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
目
安
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
区
画
、
地
形
条
件
、
気
象
条
件
、
主
と
し
て

参
照
す
る
事
故
の
規
模
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
迅
速
で
実
効
的
な
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ô

緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ：

U
rg
e
n
t
P
ro
te
c
tiv

e
P
la
n
n
in
g
A
c
tio

n
Z
o
n
e）

Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
は
、
確
率
的
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
先
述
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
、
Ｏ
Ｉ
Ｌ
に
基
づ
き
、
緊
急

時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
で
あ
る
。
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
国
際
基

準
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
最
大
半
径
は
原
子
力
施
設
か
ら
五
〜
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
で
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、「
原
子
力
施
設
か
ら
概
ね
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
を
目
安
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
目
安
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
区
画
、
地
形
条
件
、
気
象
条
件
、
主
と
し
て

参
照
す
べ
き
事
故
の
規
模
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
迅
速
で
実
効
的
な
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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